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岳
南
会
会
長

沼
田　

秀
人
（
46
回
）

頌
春

　

創
立
百
拾
弐
年
の
歴
史
の
重
さ
を

肌
に
感
じ
つ
つ
、
平
成
二
十
五
年
の

新
春
を
迎
え
ま
し
た
。

　

自
主
協
賛
等
、
常
に
変
ら
ぬ
ご
協

力
を
頂
き
、
心
か
ら
お
礼
を
申
し
あ

げ
ま
す
。

　

私
こ
と
、
一
月
の
定
時
総
会
を

も
っ
て
、
退
任
さ
せ
て
頂
く
事
に
な

り
ま
し
た
。
八
十
一
才
の
人
生
の
中

で
、
そ
の
半
生
四
十
年
間
を
、
副
会

長
、会
長
と
し
て
、携
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
誇
り
を
胸
に
、
後
任
の
役
員

方
が
、
会
の
活
性
化
を
期
待
す
る
所

大
で
あ
り
ま
す
。
今
日
ま
で
、
支
え

て
頂
い
た
会
員
諸
兄
に
、
心
か
ら
感

謝
し
、
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

初
参
加
の
総
会
が
、
野
沢
の
城
山

　

時
代
の
変
化
は
め
ま
ぐ
る
し
く
、

戦
後
、
営
々
と
築
か
れ
て
き
た
日
本

の
経
済
や
社
会
も
、
不
変
で
は
な
い

と
い
う
こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
こ

と
が
多
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
に
あ
っ
て

も
、
歴
史
と
伝
統
を
背
景
と
し
て
、

野
沢
北
の
先
輩
か
ら
後
輩
へ
の
思
い

に
は
特
別
な
も
の
が
あ
り
、
こ
の
夏

に
は
、
77
回
、
78
回
卒
業
生
の
記
念

会
が
あ
り
、
11
月
に
は
58
回
卒
業
生

の
記
念
会
が
開
催
さ
れ
、
後
輩
た
ち

学
校
長

青
柳　

淳
（
68
回
）

同
窓
生
の
熱
き
思
い
に
感
謝

の
た
め
に
、
多
大
な
御
寄
付
を
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
年
の

夏
は
、
特
に
暑
か
っ
た
わ
け
で
す
が
、

１
１
０
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し

て
、
同
窓
会
に
設
置
し
て
い
た
だ
い

た
教
室
の
扇
風
機
が
十
分
威
力
を
発

揮
し
、
生
徒
の
学
力
向
上
に
大
変
役

立
ち
ま
し
た
。
同
窓
生
の
皆
様
の
熱

き
思
い
に
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

少
子
化
と
県
の
財
政
難
は
、
高
校

の
あ
り
方
に
大
き
な
変
革
を
迫
っ
て

お
り
ま
す
。
現
在
の
ゼ
ロ
歳
児
の
数

を
み
ま
す
と
、
佐
久
地
域
で
平
成
40

年
ま
で
公
立
11
校
・
私
立
２
校
体
制

を
続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
こ

の
ま
ま
で
行
き
ま
す
と
、
公
立
高
校

は
す
べ
て
１
学
年
４
学
級
以
下
の
学

校
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
関
係
者

の
皆
様
の
大
変
な
御
尽
力
に
よ
り
、

平
成
27
年
４
月
に
佐
久
新
校
が
発
足

す
る
予
定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
だ
け
で
は
、
次
の
時
代
に
対
応

す
る
、
佐
久
地
区
の
新
し
い
高
校
の

枠
組
み
が
成
立
し
た
と
は
言
い
難
い

状
況
に
あ
り
ま
す
。
第
２
期
高
校
再

編
、
待
っ
た
な
し
で
す
。

　

本
校
で
は
、
同
窓
会
が
中
高
一
貫

教
育
研
究
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
中

高
一
貫
校
に
つ
い
て
研
究
を
進
め
て

お
ら
れ
ま
す
。
佐
久
地
区
全
体
の
高

校
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
中
で
、
中

高
一
貫
校
の
こ
と
も
位
置
づ
け
ら
れ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な
が

ら
も
、
学
校
で
は
、
日
々
若
者
た
ち

が
活
発
に
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。
同
窓
生
の
皆
様
の
御
支
援
の
下

に
、
よ
り
魅
力
的
な
野
沢
北
高
校
を

め
ざ
し
て
、
教
職
員
一
同
一
層
邁
進

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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館
で
あ
っ
た
事
、
四
十
回
の
入
学
式

及
び
卒
業
式
へ
の
参
列
、
第
二
運
動

場
の
設
立
、
九
十
周
年
、
百
周
年
の

式
典
の
開
催
、
殉
国
慰
霊
碑
と
同
窓

会
館
の
建
立
、
最
近
で
は
、
高
校
再

編
で
の
残
留
、
学
有
林
の
名
義
移
転

登
記
の
完
了
等
、
想
い
出
は
盡
き
ま

せ
ん
。
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
た
も
の

は
、
略
完
了
し
、
ほ
っ
と
し
て
い
る

所
で
す
。
就
任
早
々
の
、
甲
子
園
出

場
の
一
大
イ
ベ
ン
ト
は
、
忘
れ
る
事

が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
は
岳
南

会
員
で
あ
る
事
を
誇
り
と
し
て
、
会

を
見
守
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

会
の
発
展
そ
し
て
諸
兄
の
ご
清
栄

を
祈
り
、
お
別
れ
の
御
挨
拶
と
致
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

惜
別
そ
し
て
感
謝
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野
沢
北
高
校
で
過
ご
し
た
私
の
３

年
間
は
ま
っ
た
く
長
閑
で
、
背
伸
び

を
す
る
で
も
な
く
、
流
れ
に
抗
う
で

も
な
く
、
も
ち
ろ
ん
大
志
を
抱
く
で

も
な
い
、
ゆ
り
か
ご
の
中
に
い
る
様

な
期
間
だ
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
も
多
く
の
先
生
方
と
接
す
る

中
で
、
授
業
や
教
科
に
か
か
わ
る
こ

と
以
外
に
も
た
く
さ
ん
の
言
葉
を
い

た
だ
い
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
当
時

の
先
生
方
の
年
齢
を
超
え
る
今
に

な
っ
て
、
ふ
と
「
先
生
が
な
ぜ
、
高

校
生
に
あ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
の
か

な
。」
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

国
語
の
宮
沢
文
四
郎
先
生
は
「
馬

の
よ
う
な
口
を
開
け
て
笑
う
」
と
他

人
を
揶
揄
し
な
が
ら
自
ら
も
前
歯
を

見
せ
て
大
き
く
笑
う
先
生
で
し
た
。

あ
る
日
の
授
業
で
、「
君
た
ち
北
高

の
生
徒
は
こ
の
地
域
の
エ
リ
ー
ト
で

あ
る
。
そ
の
自
覚
を
持
っ
て
励
ま
な

け
れ
ば
い
け
な
い
。」、
一
方
で
「
こ

の
地
は
周
囲
に
競
い
合
う
も
の
が
な

平
成
24
年
総
会
報
告

岳
南
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
mm

m
m

m
m

m
m

mm

m
m

m
m

m
m

い
の
で
、
ラ
イ
バ
ル
心
、
競
争
心
に

欠
け
る
。」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　

前
後
の
会
話
は
記
憶
に
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
時
期
は
高
度
経
済
成
長

が
続
き
、
誰
も
が
豊
か
な
暮
ら
し
の

実
現
が
当
た
り
前
と
い
う
未
来
を
思

い
描
い
て
い
ま
し
た
。
私
達
も
や
や

斜
に
構
え
た
言
葉
を
発
し
な
が
ら
も
、

そ
ん
な
希
望
の
中
で
瞳
を
輝
か
せ
て

い
た
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
瞳
を
前

に
、「
こ
れ
か
ら
ど
こ
で
ど
う
活
躍

す
る
に
し
て
も
、
自
分
の
生
ま
れ

育
っ
た
こ
の
土
地
、
こ
の
学
校
に
自

信
と
プ
ラ
イ
ド
を
持
て
よ
。」「
大
変

な
こ
と
も
、
苦
し
い
こ
と
も
あ
る
け

れ
ど
、
皆
さ
ん
な
ら
大
丈
夫
。」
と

伝
え
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
視
野
を
広
く
持
っ
て
、

目
先
の
こ
と
だ
け
で
な
く
世
の
中
の

動
き
を
見
ろ
よ
。」
と
。
も
し
例
を

あ
げ
る
な
ら
、「
中
込
学
校
は
郷
土

の
先
達
が
後
輩
た
ち
の
た
め
に
学
校

ま
で
造
っ
て
、
そ
の
太
鼓

楼
に
佐
久
か
ら
見
た
世
界

地
図
ま
で
描
い
て
い
る

よ
。」
と
言
い
た
か
っ
た

の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

化
学
の
塙
先
生
は
少
々

女
性
的
な
お
姿
で
優
し
く

話
さ
れ
る
カ
メ
ラ
好
き
の

先
生
で
し
た
。「
君
た
ち
は
派
閥
な

ん
ぞ
を
作
っ
て
は
な
ら
な
い
。」
と

い
う
言
葉
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
「
公
平
な
目
で
物
事
を
判
断

せ
よ
。」「
単
純
な
仲
間
意
識
で
な
く

本
当
に
支
え
合
え
る
よ
う
な
仲
間
に

な
れ
。」
と
い
う
教
え
だ
っ
た
の
だ

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
役
を
引
く
年
代
に
な
っ
て
思
い

返
す
と
、
卒
業
か
ら
こ
れ
ま
で
折
々

に
こ
う
し
た
言
葉
が
よ
み
が
え
っ
て
、

状
況
に
応
じ
た
励
ま
し
に
な
っ
て
い

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
翻
っ
て
自
分

を
省
み
る
と
、
他
人
が
何
か
を
感
じ

取
っ
て
く
れ
る
よ
う
な
言
葉
を
持
っ

て
い
る
と
は
言
え
ず
、
来
し
方
に
恥

じ
入
る
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
か
ら
そ

ん
な
考
え
が
身
に
付
く
わ
け
で
は
あ

関西岳南会
 25年度総会ご案内

日時　2013 年 4 月 13 日（土）
　　　午後 4時～

会場　大阪弥生会館
　　　大阪市北区芝田 2-4-53
　　　Tel　06-6373-1841

　第一部 (午後 4時～ )
　　　　　　総会
　第二部 (午後 4時半～ 7時 )
　　　　　　講演会 ･懇親会
　　　　（ 講演会・懇親会は関西鈴蘭会と合

同開催します）

懇親会費　5,000円

連絡先　関西学南会事務局
　　　　中井良策 090-4515-0770
　　　　E-mail   roy2234nakai@ares.

eonet.ne.jp

　
記
憶
に
残
る
言
葉
雑
感

 

長
野
県
総
務
部
長

　
　
　
　
　

 

岩
　
﨑
　
　
弘
（
68
回
）

剣道班OB会にて

　

総
会
は
、
恒
例
の
一
月
五
日
、
佐
久
グ

ラ
ン
ド
・
ホ
テ
ル
に
て
開
催
さ
れ
、
冒
頭

挨
拶
で
沼
田
秀
人
会
長
は
、
会
員
の
協

賛
金
納
入
な
ど
、
日
頃
の
協
力
に
感
謝

の
後
、
今
年
を
最
後
の
務
め
と
す
る
と

し
て
、
昭
和
四
十
九
年
、
中
澤
陸
次
郎

第
二
代
会
長
就
任
の
年
に
副
会
長
に

な
っ
て
以
来
の
四
十
年
に
亙
る
岳
南
会

の
歴
史
を
語
ら
れ
、
そ
の
着
実
な
歩
み

を
懐
古
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
高
見
澤
正
彦
校
長
に
よ
る

挨
拶
で
は
、
百
十
周
年
記
念
に
贈
ら
れ

た
全
教
室
へ
の
扇
風
機
設
置
及
び
岳
南

57
回
生
に
よ
る
吹
奏
楽
班
へ
の
テ
ィ
ン
パ

ニ
ー
寄
贈
へ
の
謝
辞
が
あ
り
、
進
学
状

況
及
び
班
活
動
で
の
成
果
が
紹
介
さ
れ

た
。

　

議
事
に
入
り
、
報
告
で
は
、
昨
年
四

月
の
岳
南
会
所
有
林
の
名
義
変
更
完
了

と
中
高
一
貫
教
育
研
究
委
員
会
の
活
動

状
況
が
説
明
さ
れ
た
。

　

議
案
で
は
、
会
務
報
告
と
計
画
案
及

び
会
計
決
算
と
予
算
案
が
上
程
さ
れ
、

総
会
に
先
立
っ
て
行
な
わ
れ
た
代
議
員

会
議
で
の
議
決
に
基
づ
き
、
例
年
通
り

の
内
容
で
承
認
さ
れ
た
。

　

記
念
講
演
は
、
昨
秋
、
日
本
藝
術
院

会
員
に
選
任
さ
れ
た
山
本
文
彦
氏
（
岳

南
51
回
生
）
に
よ
っ
て
、
演
題
「
私
の

幻
想
絵
画
に
つ
い
て
」、
自
ら
の
絵
画
遍

歴
と
各
時
期
の
自
作
解
説
が
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
活
用
し
て
具
体
的
に
な
さ
れ
、

好
評
を
得
た
。

　

こ
の
後
、
母
校
吹
奏
楽
班
に
よ
る
演

奏
を
聴
き
、
百
五
十
余
名
参
加
で
盛
会

の
新
年
懇
親
会
で
交
歓
し
た
。

 

（
副
会
長　

高
見
澤
俊
雄　

51
回
）

東京岳南会
 第52回総会ご案内

日時　2013 年 6 月 8 日（土）
　　　午後 2時～
会場　日本教育会館・喜山倶楽部
　　　東京都千代田区一ツ橋 2-6-2
　　　Tel　03-3262-7661

　第一部 (午後 2時～ )
　　　　　　総会 ･ミニ講演会
　第二部 (午後 3時～ 5時 )
　　　　　　懇親会

会費　7,000円(懇親会費･通信費など)
　　　2,000円 (学生 )
　　　新会員(当年高校卒業生)はご招待

当番幹事　75 回 ( 昭和 54 年卒 )
　　　　　85 回 ( 昭和 64 年卒 )
　　　　　95 回 ( 平成 11 年卒 )
　　　　 105 回 ( 平成 21 年卒 )

連絡先　東京岳南会幹事長
　　　　小井戸大介 03-5651-3300
　　　　　　　　 090-5442-0633

り
ま
せ
ん
が
、
多
少
で
も
母
校
の
後

輩
た
ち
の
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思
う

今
日
こ
の
頃
で
す
。
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支
部
だ
よ
り

　

六
月
十
七
日
（
日
）
午
後
六
時
よ

り
恒
例
の
中
桜
井
公
会
場
で
定
期
支

部
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
桜
井
支

部
の
総
会
出
席
者
数
が
毎
年
ト
ッ
プ

ク
ラ
ス
な
の
は
、
会
員
の
皆
さ
ん
が

歩
い
て
十
分
以
内
と
い
う
こ
の
会
場

の
利
便
性
に
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

田
中
照
久
先
生
よ
り
母
校
の
最
近

の
様
子
を
要
点
的
に
分
か
り
易
く
説

明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
続
い
て
臼
田

宙
治
郎
支
部
長
か
ら
、
昨
年
六
月
以

来
の
二
回
の
代
議
員
会
報
告
と
本
年

度
桜
井
支
部
か
ら
の
北
高
入
学
者
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

　

桜
井
支
部
で
は
、
会
員
の
発
表
を

総
会
の
目
玉
の
一
つ
に
据
え
て
い
ま

す
。
桜
井
の
歴
史
、
風
土
、
生
活
、

文
化
・
伝
統
な
ど
が
テ
ー
マ
に
な
り

ま
す
が
、
本
年
度
は
「
石
臼
に
学

ぶ
」
〜
桜
井
に
水
車
の
復
活
を
目
指

し
て
〜
と
題
し
て
、
考
古
学
に
深
い

造
詣
を
お
持
ち
の
六
十
六
回
卒
業
の

臼
田
武
正
氏
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

幼
少
の
頃
に
近
所
で
見
た
水
車
が
忘

れ
難
い
農
村
の
原
風
景
と
し
て
強
烈

に
目
に
焼
き
付
い
と
の
こ
と
で
す
。

石
臼
の
日
本
へ
の
伝
来
に
始
ま
り
桜

井
に
お
け
る
石
臼
利
用
の
実
際
、
石

臼
と
水
車
と
の
結
び
つ
き
な
ど
を
興

味
深
く
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
ス
ロ
ー
ラ

イ
フ
の
実
現
を
目
指
し
て
水
車
の
復

活
を
今
後
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
に
し
た

い
と
い
う
熱
い
語
り
に
、
水
車
の
あ

桜
井
支
部

78
回
生
卒
業
30
周
年
記
念
同
窓
会

平
成
25
年
度

総
会
の
ご
案
内

期
日　

一
月
五
日
（
土
）

　
　
　
　
　

午
後
一
時
開
会

場
所　

佐
久
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
二
階

　
　
　
（
佐
久
市
中
込
三
―
一
九
―
六
）

議
事

　
　

会
務
・
会
計
決
算
・
予
算

　
　

役
員
改
選　

他

記
念
行
事

（
第
一
部
）

　

演
題
：『
変
わ
る
世
界
と
日
本
の
選
択
』

 

大
塚　

隆
一
氏　
（
69
回
卒
）

 

（
読
売
新
聞　

編
集
委
員
）

（
第
二
部
）
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
演
奏

 

野
沢
北
高
校
吹
奏
楽
班

○
懇
親
会
（
一
六
時
三
十
分
〜
）

　

懇
親
会
費　

５
０
０
０
円

　

第
78
回
卒
業
生
（
昭
和
57
年
卒
業
）

は
、
平
成
24
年
８
月
11
日
に
佐
久
グ
ラ

ン
ド
ホ
テ
ル
で
卒
業
30
周
年
記
念
同
窓

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
来
賓
と
し
て
沼

田
秀
人
岳
南
会
長
、
青
柳
淳
学
校
長
、

恩
師
の
川
崎
圭
祐
先
生
、
高
見
澤
俊
雄

先
生
、
尾
沼
徳
子
先
生
、
原
順
一
先
生
、

竹
折
得
徳
先
生
、
木
村
清
志
先
生
、
渡

辺
貴
則
先
生
に
ご
臨
席
を
賜
り
、
同
窓

生
90
余
名
の
出
席
の
も
と
、
盛
大
な
会

と
な
り
ま
し
た
。
式
典
で
は
先
輩
方
に

倣
い
記
念
寄
贈
品
と
し
て
生
徒
用
下
駄

箱
一
学
年
分
（
３
月
に
寄
贈
済
み
）
と

学
校
教
育
活
動
基
金
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

77
回
生
卒
業
30
周
年
記
念
同
窓
会

　

８
月
12
日
（
日
）
我
々
77
回
生
の
卒

業
30
周
年
記
念
同
窓
会
が
佐
久
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
以
来
、
ほ
と
ん
ど
同
窓
会
ら
し

き
も
の
を
し
て
い
な
い
ク
ラ
ス
も
多
く
、

最
初
は
な
か
な
か
人
数
が
集
ま
ら
ず
心

配
し
ま
し
た
が
、
最
終
的
に
は
来
賓
の

沼
田
岳
南
会
長
、
青
柳
学
校
長
、
ま
た

恩
師
の
旧
３
組
担
任
の
木
村
先
生
、
５

組
担
任
の
大
池
先
生
を
含
め
、
55
名
の

参
加
を
得
て
無
事
、
同
窓
会
を
開
催
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
記
念

事
業
と
し
て
は
過
去
２
年
間
の
流
れ
に

従
い
、
来
年
度
入
学
の
生
徒
用
の
下
足

入
れ
１
学
年
分
を
寄
贈
す
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
賛
助
金

へ
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
77
回
卒
の

同
窓
生
の
皆
さ
ん
に
感
謝
を
申
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
50
代
の
大
台
に
乗
る
今
年
、

ク
ラ
ス
の
枠
を
超
え
、
ほ
と
ん
ど
の
方

　

私
達
は
22
年
の
岳
南
会
総
会
で
同
期

の
小
泉
修
一
君
が
記
念
講
演
を
し
た
こ

と
を
機
に
委
員
会
を
立
上
げ
、
三
年
越

し
で
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
そ
の

甲
斐
あ
っ
て
か
、
会
場
の
あ
ち
こ
ち
で

30
年
ぶ
り
の
再
会
に
歓
声
が
あ
が
り
、

恩
師
を
囲
ん
で
思
い
出
話
や
近
況
報
告

に
花
が
咲
い
て
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
同
窓
会

に
先
立
ち
母
校
見
学
会
も
行
い
ま
し
た

が
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
昔
を
懐
か
し

む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
急
遽
準
備
し

た
二
次
会
に
は
80
名
以
上
が
参
加
。
会

場
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
１
年
後
の
『
人

生
50
周
年
記
念
同
窓
会
』
で
の
再
会
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

 

（
小
泉
俊
博
）

が
１
次
会
で
は
話
し
足
り
ず
、
２
次
会

へ
、
更
に
は
３
次
会
に
至
る
ま
で
、
高

校
時
代
の
秘
話
？
や
ら
卒
業
後
の
あ
れ

こ
れ
を
何
の
利
害
関
係
も
な
い
者
同
士
、

語
り
合
い
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
同
窓
会
へ
の
参
加
を

希
望
し
、
申
し
込
み
も
済
ま
せ
て
い
た

同
じ
班
だ
っ
た
友
人
が
、
同
窓
会
の
数

日
前
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
会
う
こ

と
が
叶
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と

は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。
彼
を
含
め
、

少
な
か
ら
ぬ
既
に
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

を
偲
び
、
皆
で
黙
祷
を
捧
げ
ま
し
た
が
、

会
い
た
い
懐
か
し
い
相
手
に
は
会
っ
て

お
く
べ
き
も
の
だ
と
つ
く
づ
く
思
い
知

ら
さ
れ
た
同
窓
会
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
お
体
を
大
切
に
、
次
の
機
会

ま
で
お
元
気
で
、
ま
た
お
会
い
で
き
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

 

（
英
語
科　

飯
島
栄
一
）

る
風
景
を
知
る
参
会
の
先
輩
諸
氏
か

ら
は
応
援
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。

　

い
よ
い
よ
お
待
ち
か
ね
の
懇
親
会

で
す
。
千
五
百
円
の
会
費
で
十
分
に

飲
ん
で
食
べ
て
語
れ
る
よ
う
工
夫
し

て
い
ま
す
。
参
会
の
皆
さ
ん
が
率
先

し
て
会
場
づ
く
り
や
酒
の
燗
な
ど
手

伝
っ
て
く
れ
ま
す
。
宴
は
延
々
と
十

時
近
く
ま
で
続
き
ま
す
。
後
片
付
け

も
皆
で
や
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
絆

が
あ
る
限
り
、
当
支
部
は
存
続
・
発

展
し
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

四
十
三
回
卒
業
生
を
頭
に
、
九
十

六
回
生
ま
で
、
実
に
三
世
代
に
渡
る

会
員
の
和
気
藹
々
の
様
子
を
映
像
で

お
見
せ
で
き
な
い
の
が
残
念
で
す
。

 

（
副
支
部
長　

金
森
輝
雄　

60
回
）
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高
校
野
球
に

　
　
教
え
ら
れ
た
こ
と

あ
の
頃
の
思
い
出

長
野
県
弁
護
士
会
副
会
長

　
　

 

大
井　

基
弘
（
85
回
）

　

第
66
回
卒
業
（
昭
和
45
年
）
２
組
の

還
暦
記
念
祝
賀
会
が
本
年
４
月
21
日
軽

井
沢
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
お
い
て
恩
師

の
奥
様
を
来
賓
に
迎
え
27
名
の
参
加
に

よ
り
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当

日
は
校
歌
に
続
い
て
〝
修
学
旅
行
〞
の

歌
で
当
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
リ
タ

イ
ア
後
の
近
況
報
告
あ
り
、
い
や
ま
だ

ま
だ
下
り
坂
で
は
な
い
ぞ
！
と
い
っ
た

元
気
の
良
い
言
葉
も
聞
か
れ
二
次
会
ま

還
暦
記
念
祝
賀
会
開
催

で
夜
の
更
け
る
の
も
忘
れ
て
語
り
合
い

ま
し
た
。
翌
日
は
ゴ
ル
フ
組
と
蕎
麦
打

ち
体
験
組
に
別
れ
そ
れ
ぞ
れ
良
い
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
１
６
０
ペ
ー
ジ
に

及
ぶ
記
念
文
集
〝
よ
た
も
ん
た
ち
の
還

暦
〞
も
完
成
し
当
日
全
員
に
配
布
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
企
画
は
１
年
半
前
よ
り

編
集
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
数
回
の
打

ち
合
わ
せ
を
経
て
ギ
リ
ギ
リ
完
成
。
50

名
の
卒
業
生
の
内
、
健
在
の
者
・
物
故

者
に
対
す
る
思
い
出
を
含
め
37
名
が
原

稿
を
寄
せ
立
派
な
文
集
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
印
刷
は
69
回
卒
業
の

青
木
印
刷
様
に
ご
協
力
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
は
10
年

後
に
担
当
は
Ｋ
君
で
と
非
公

式
な
決
定
を
し
、
毎
年
開
催

さ
れ
る
同
級
会
で
の
再
会
を

楽
し
み
に
そ
れ
ま
で
は
お
互

い
元
気
で
頑
張
ろ
う
と
約
束

し
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

還
暦
記
念
実
行
委
員
会

　
「
お
ぇ
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

す
！
（
約
20
秒
間
）」
全
力
の
大
声
で

先
輩
に
挨
拶
す
る
。
そ
ん
な
慣
習
、
今

は
も
う
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

　

私
は
、
当
時
の
北
校
野
球
班
の
班
長

で
、
全
国
高
校
野
球
選
手
権
長
野
大
会

で
い
う
と
第
70
回
記
念
大
会
時
の
主
将

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
現
在
は
、
佐
久

市
岩
村
田
で
弁
護
士
を
や
っ
て
お
り
、

今
年
は
長
野
県
弁
護
士
会
の
副
会
長
を

務
め
て
い
る
。

　

こ
の
度
、「
あ
の
頃
の
思
い
出
」
を

寄
稿
し
て
欲
し
い
と
当
時
の
剣
道
班
班

長
の
小
林
嘉
孝
君
（
現
野
沢
北
校
教

員
）
に
頼
ま
れ
、
当
時
の
こ
と
を
思
い

出
し
な
が
ら
書
い
て
み
る
と
、
自
分
が

キ
ャ
プ
テ
ン
を
や
っ
て
い
た
高
校
３
年

の
時
よ
り
も
、
高
校
１
年
時
の
下
積
み

時
代
の
思
い
出
の
ほ
う
が
圧
倒
的
に

蘇
っ
て
く
る
。

　

現
在
、
北
校
野
球
班
は
野
球
専
用
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
練
習
を
し
て
い
る
が
、

我
々
の
頃
は
校
庭
が
練
習
場
所
だ
っ
た
。

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
固
く
な
り
や
す
い
土
質

で
、
毎
日
早
朝
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
が

１
年
部
員
の
最
も
重
要
な
仕
事
だ
っ
た
。

始
業
前
に
１
時
間
〜
２
時
間
か
け
て
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
一
旦
掘
り
起
こ
す
。「
ガ

リ
」
と
呼
ば
れ
る
５
寸
釘
を
何
本
も
打

ち
込
ん
だ
巨
大
な
剣
山
の
よ
う
な
大
き

な
板
に
縄
が
か
け
ら
れ
た
整
備
器
具
を
、

ひ
と
り
が
縄
を
引
っ
張
り
、
ひ
と
り
が

雑
巾
が
け
の
よ
う
な
格
好
で
押
さ
え
付

け
て
校
庭
の
土
を
起
こ
す
。
聖
な
る
儀

式
さ
な
が
ら
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
の
服

装
は
学
生
服
で
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

整
備
が
終
わ
る
こ
ろ
に
は
、
裾
も
袖
も

顔
も
朝
か
ら
砂
埃
だ
ら
け
だ
。
お
昼
に

は
、
炎
天
下
で
弁
当
を
５
分
位
で
食
べ

て
、
朝
に
ガ
リ
で
起
こ
し
て
お
い
た
グ

ラ
ウ
ン
ド
を
ト
ン
ボ
で
な
ら
す
。
も
し
、

イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
も
あ
れ
ば
１
年
生
の

責
任
だ
。
授
業
中
に
、
擦
り
切
れ
た

ボ
ー
ル
を
縫
い
直
す
ボ
ー
ル
縫
い
を

や
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
夏
休
み
中
の

炎
天
下
で
の
百
本
ノ
ッ
ク
、
本
気
で

「
こ
の
ま
ま
だ
と
本
当
に
死
ぬ
」
と

思
っ
た
の
は
人
生
で
あ
の
時
が
初
め
て

だ
。
練
習
終
わ
り
の
ノ
ッ
ク
で
数
人
エ

ラ
ー
が
続
い
た
時
に
、
全
員
で
グ
ラ
ン

ド
50
周
を
命
ぜ
ら
れ
、
真
っ
暗
闇
の
中

50
周
走
り
続
け
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
ち

な
み
に
、
本
文
冒
頭
の
挨
拶
は
、
当
時

の
野
球
班
の
伝
統
で
、
い
わ
ば
度
胸
付

け
の
儀
式
だ
。
同
期
の
小
林
常
二
は
、

そ
の
ル
ー
ル
の
適
用
除
外
場
所
で
あ
る

小
諸
駅
の
ホ
ー
ム
で
こ
れ
を
や
っ
て
、

ラ
ッ
シ
ュ
時
の
乗
客
全
員
か
ら
驚
愕
の

注
目
を
浴
び
た
（
笑
）。

　

そ
ん
な
下
積
み
時
代
を
終
え
、
や
っ

と
３
年
生
に
な
れ
た
と
思
っ
た
ら
、
校

舎
増
設
の
た
め
に
校
庭
が
約
半
分
に
。

フ
リ
ー
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
も
外
野
ノ
ッ
ク

も
ま
と
も
に
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
後

す
ぐ
に
野
球
専
用
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
で

き
た
も
の
だ
か
ら
、
そ
っ
ち
を
先
に

作
っ
て
か
ら
校
舎
を
増
設
す
れ
ば
よ

か
っ
た
の
に
、
と
卒
業
後
も
恨
み
が
ま

し
く
思
っ
た
も
の
だ
。
最
後
の
大
会
で

負
け
た
時
は
、
自
分
が
人
前
で
泣
く
な

ど
と
は
思
っ
て
も
い
な
か
っ
た
が
涙
が

止
ま
ら
な
か
っ
た
。
後
悔
と
言
え
ば
、

結
果
の
後
悔
よ
り
も
、
３
年
時
の
恵
ま

れ
な
い
練
習
環
境
も
あ
っ
て
、「
最
後

ま
で
思
い
切
り
野
球
を
や
っ
た
」
と
い

う
気
持
ち
に
な
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
も

し
れ
な
い
。

　

し
か
し
、
何
だ
か
ん
だ
言
っ
て
、
高

校
野
球
に
全
て
を
か
け
て
い
た
こ
と
に

後
悔
は
全
く
な
い
。
我
々
の
同
期
は
７

人
し
か
い
な
か
っ
た
か
ら
、
下
積
み
時

代
の
大
変
さ
は
尚
更
で
、
今
で
も
同
期

の
連
中
と
会
え
ば
、
下
積
み
時
代
の
話

が
大
半
だ
。
労
苦
を
共
に
し
た
仲
間
は
、

別
に
メ
ー
ル
や
電
話
を
頻
繁
に
す
る
よ

う
な
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
で
は
な
い
が
、

普
段
連
絡
な
ど
と
っ
て
い
な
く
て
も
、

た
ま
に
集
ま
っ
て
飲
め
ば
、
会
っ
て
い

な
か
っ
た
時
間
な
ど
全
く
感
じ
さ
せ
な

い
。
３
年
間
一
緒
に
戦
地
で
暮
ら
し
て

き
た
よ
う
な
連
中
だ
。

　

今
思
う
と
、
高
校
野
球
は
、
ち
ょ
っ

と
早
め
の
社
会
経
験
の
よ
う
な
も
の

だ
っ
た
と
思
う
。
試
合
で
は
、
チ
ー
ム

プ
レ
ー
と
は
い
い
な
が
ら
も
打
席
に
入

れ
ば
誰
が
助
け
て
く
れ
る
と
い
う
わ
け

で
も
な
く
、
自
分
の
責
任
で
仕
事
を
果

た
す
し
か
な
い
。
頑
張
っ
て
も
頑
張
っ

て
も
報
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
し
、
全

て
を
か
け
て
も
叶
わ
な
い
夢
も
あ
る
。

一
見
意
味
も
な
い
よ
う
な
理
不
尽
な
苦

労
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
、
き
っ
と
何
か
の
役
に
は

立
っ
て
い
る
。

　

高
校
時
代
は
野
球
ば
か
り
で
勉
強
な

ど
す
る
時
間
も
な
か
っ
た
が
、
一
年
浪

人
し
て
気
合
い
で
勉
強
し
て
大
学
に
入

り
、
過
酷
な
司
法
試
験
に
何
度
も
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
最
後
に
は
気
合
い
で
合
格
し

た
。
そ
の
気
合
い
も
粘
り
も
、
高
校
野

球
で
培
っ
た
も
の
だ
。

　

高
校
１
年
の
秋
季
大
会
で
、
怪
我
の

先
輩
に
代
わ
り
佐
久
長
聖
高
校
戦
（
当

時
は
佐
久
高
校
。
結
果
は
北
校
の
コ
ー

ル
ド
勝
ち
。）
に
ス
タ
メ
ン
で
出
場
し

た
と
き
の
緊
張
感
は
、
弁
護
士
に
な
っ

て
か
ら
の
初
法
廷
の
緊
張
感
に
勝
る
も

の
が
あ
る
。

　

高
校
野
球
は
、
人
間
を
強
く
育
て
て

く
れ
る
。
後
輩
達
に
も
エ
ー
ル
を
送
り

た
い
！

 

以
上　
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＊ 

同
窓
戦
没
者
を
追
悼
し
、
恒
久
平
和
を
祈
願
し
ま
し
ょ
う
。

＊ 

法
要
後
、
有
志
に
て
昼
食
懇
話
会
を
行
い
ま
す
。 （
会
費
千
円
）

 

護
持
会
会
長
　
井
出
　
公
陽

llllllllllllllllllllllllllllll

戦
没
者
慰
霊
祭

　

第
58
回
卒
業
同
窓
生
「
太
伯
会
」

は
卒
業
50
周
年
を
記
念
し
、
母
校
に

「
大
体
育
館
及
び
小
体
育
館
に
そ
れ

ぞ
れ
暗
幕
一
式
」「
生
物
顕
微
鏡
10

台
」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
11
月
３
日
（
土
）
佐
久

市
内
「
佐
久
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
」
於

け
る
記
念
式
典
に
は
、
来
賓
と
し
て

沼
田
岳
南
会
長
、
青
柳
学
校
長
、
新

58
回
卒
「
太
伯
会
」

卒
業
50
周
年
記
念
式
典

二
十
五
年
六
月
二
日
（
日
） （
毎
年
六
月
第
一
日
曜
日
）

午
前
十
一
時
よ
り

貞
祥
寺
本
堂
に
て
（
自
由
参
加
）海

教
頭
、
渡
辺
事
務
長
を
お
迎

え
し
、
同
窓
会
員
63
名
出
席
の

下
、
中
田
会
長
よ
り
青
柳
学
校

長
に
目
録
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

第
58
回
卒
業
同
窓
生
は
去
る

昭
和
58
年
、
同
窓
会
名
を
第
二

応
援
歌
の
一
節
よ
り
「
太
伯

会
」
と
し
、
こ
れ
ま
で
不
定
期

に
親
睦
会
を
開
催
し
て
き
ま
し

た
。
平
成
24
年
１
月
に
開
催
さ

れ
た
新
年
会
の
席
上
、
会
長
は

「
卒
業
50
周
年
記
念
事
業
」
の

発
案
を
示
し
、
同
年
３
月
よ
り

各
ク
ラ
ス
代
表
幹
事
に
よ
る
企

画
案
の
具
体
化
が
進
め
ら
れ
、

当
日
の
式
典
を
迎
え
る
に
至
り

ま
し
た
。

　

式
典
後
北
高
吹
奏
楽
班
に
よ

る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

懇
親
会
で
は
沼
田
岳
南
会
長
の

お
話
に
母
校
の
歴
史
を
胸
に
刻

み
ま
し
た
。

 

（
茂
木　

昭
彦
）

　

八
月
十
一
日
〜
十
六
日
に

野
沢
会
館
に
て
中
澤
高
千
夫

さ
ん
（
50
回
）
の
遺
作
展
が

開
か
れ
ま
し
た
。
中
澤
さ
ん

は
本
校
を
卒
業
後
、
東
京
芸

術
大
学
・
同
大
学
院
で
油
絵

を
学
び
、
そ
の
後
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
て
抽
象
画
を
中
心

に
創
作
活
動
を
さ
れ
ま
し
た
。

９
・
11
の
テ
ロ
を
き
っ
か
け

に
02
年
に
帰
国
し
、
佐
久
市

内
に
て
郷
里
の
風
景
画
を
描

き
な
が
ら
、
デ
ッ
サ
ン
・
絵

画
教
室
を
主
宰
さ
れ
ま
し
た
。

11
年
２
月
に
急
逝
さ
れ
た
中

澤
さ
ん
を
偲
ん
で
、
本
校
美
術
班
の

同
級
生
の
山
浦
時
夫
さ
ん
ら
が
中
心

　
中
澤
高
千
夫

　
遺
作
展

に
な
っ
て
今
回
の
遺
作
展
が
企
画
さ

れ
ま
し
た
。
初
日
の
十
一
日
よ
り
多

く
の
方
が
訪
れ
、
中
澤
さ
ん
の
創
作

の
中
心
で
あ
る
抽
象
画
、
若
い
こ
ろ

に
描
い
た
佐
久
の
風
景
画
な
ど
を
熱

心
に
鑑
賞
し
て
い
ま
し
た
。
静
夫
人

は
「
本
人
が
一
生
を
か
け
た
仕
事
を

皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
機
会
を
も

て
て
う
れ
し
い
。
多
く
の
方
、
特
に

若
い
世
代
の
抽
象
画
理
解
の
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。」
と
話

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

野
沢
会
館
で
は
同
期
間
に
例
年
ど

お
り
岳
澄
展
も
開
催
さ
れ
こ
ち
ら
も

１
０
０
点
を
超
え
る
作
品
が
出
品
さ

れ
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
、中
澤
さ
ん
の
代
表
作
『「
パ

タ
ー
ン
化
さ
れ
た
動
き
」
黄
』
は
静

夫
人
に
よ
り
本
校
に
寄
贈
さ
れ
、
現

在
岳
南
会
館
ホ
ー
ル
に
展
示
し
て
あ

り
ま
す
。 

（
事
務
局
）

遺
作
展

「太伯会」2012年11月3日 於.佐久グランドホテル

中澤高千夫　（寄贈者　中澤静夫人）
「パターン化された動き」黄
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クラブ活動報告
（主な結果のみ）

●野球
　春季大会
　　vs上田千曲　7対9　1回戦敗退
　選手権大会
　　vs飯山　　　1対5　2回戦敗退
●陸上
　男子
　　県高校総体
　　　110H、400H　小林　涼
 2位、3位
　　　5000、3000sc　上原聡太
 7位
　　北信越大会
　　　110H　小林　涼 予15”54
 準15”53
　女子
　　県高校総体
　　　やり投げ　高野希恵
 37m93　5位
　　　走高飛　山我杏寿実
 1m53　3位
　　　駅伝　2時間30分25秒 25位
　　北信越大会
　　　400H　予57”12
　　　やり投げ　高野希恵　32m10
　　　走高飛　山我杏寿実
 1m55　9位
●剣道
　県高校総体
　　男子団体　予選リーグ　敗退
　　女子団体　予選リーグ　敗退
　　女子個人　由井　沙季　1回戦敗退
●ソフトテニス
　県高校総体
　　男子団体戦　vs長野日大　2－1
　　　　　　　　vs上伊那農業　0－2
 　ベスト16
　　男子個人戦
　　　栁澤・依田　1回戦敗退
　　女子個人戦
　　　村上茜・須田桐可　3－4
 1回戦敗退
　　　磯貝美穂・市川はづき　0－4
 1回戦敗退
●テニス
　県高校総体
　　男子ダブルス
　　　髙橋竜平・山口大輔　2－6
 　1回戦敗退
●バスケット
　男子
　　県高校総体
　　　vs駒ヶ根工業　80－46　勝利
　　　vs松商学園　64－54　勝利
　　　vs長野吉田　58－95　敗退
 ベスト8
　女子
　　県高校総体
　　　vs長野南　50－60　敗退

運 動 班

●バレーボール
　男子
　　県高校総体
　　　vs飯田工業　0－2　敗退
 1回戦敗退
　女子
　　県高校総体
　　　vs阿智　0－2　敗退　1回戦敗退
●ハンドボール
　男子
　　県高校総体
　　　vs諏訪清陵　27－22　勝利
　　　vs坂城　22－40　敗退
 ベスト8
　女子
　　県高校総体
　　　vs木曽青峰　36－9　勝利
　　　vs屋代　20－12　勝利
　　　vs長野南　21－22　敗退
 準優勝
●卓球
　県高校総体
　　男子団体
　　　vs大町　3－0　勝利
　　　vs長野高専　3－1　勝利
　　　vs松商学園　0－3　敗退
 5位
　　男子ダブルス
　　　原佳史・柳沢和宏　初戦敗退
　　男子シングルス
　　　佐々木信悟　2回戦敗退
　　　原佳史　2回戦敗退
　　　柳沢和宏　2回戦敗退
　　女子ダブルス
　　　大森美暉・風間咲希　初戦敗退
●バドミントン
　県高校総体
　　男子団体戦
　　　vs松本深志　2－3　2回戦敗退
　　男子ダブルス
　　　上原・赤羽根組　1－2
 　1回戦敗退
　　男子シングルス
　　　上原　1－2　1回戦敗退
　　　赤羽根　1－2　1回戦敗退
●弓道
　県高校総体
　　男子団体戦　21中（40射）
 　予選敗退
　　男子個人戦
　　　重田　貴行　5中（8射）
　　女子団体戦　13中（40射）
 　予選敗退
●水泳
　男子
　　県高校総体
　　　100m平泳ぎ
　　　　磯田涼太　1：07.06　1位
　　　100m平泳ぎ
　　　　高見澤　光　予選落ち
　　　200m平泳ぎ
　　　　磯田涼太　2：22.90　2位
　　　200m個人メドレー
　　　　井上　峻　予選敗退
　　　400m個人メドレー
　　　　井上　峻　予選敗退

　　　400mリレー
　　　　磯田・油井・野中・井上
 　予選敗退
　　　800mリレー
　　　　磯田・野中・油井・井上
 　予選敗退
　　　400mメドレーリレー
　　　　野中・高見澤・磯田・井上
 予選敗退
　　7/20～7/22
　　　100m平泳ぎ
　　　　磯田涼太　1：05.45　5位
　　　200m平泳ぎ
　　　　磯田涼太　2：22.87　8位
　女子
　　県高校総体
　　　100m自由形
　　　　寺西里紗　予選敗退
　　　100m背泳ぎ
　　　　寺西里紗　予選敗退
●空手道
　県高校総体
　　男子個人組手
　　　岡部航大　1回戦敗退
　　男子個人形
　　　岡部航大　1回戦敗退
　　女子団体組手
　　　松商学園　0対5　1回戦敗退
　　女子個人組手
　　　小林理奈　1回戦敗退
　　　松本幸華　1回戦敗退
　　　勝俣啓香　1回戦敗退
　　女子個人形
　　　小林理奈　0対5　1回戦敗退
●山岳
　県高校総体　男子登山競技　敗退

●将棋
　県大会
　　男子
　　　団体戦　松本深志　2対1　3位
　　　個人戦　井出洋成　ベスト16
　　女子
　　　団体戦　岩村田　1対2　3位
　　　個人戦　武居優芽　3位
　　　　　　　大井遥香　5位
　　　　　　　殿岡新菜　5位
　　　　　　　渡邊歩乃佳　5位
●囲碁
　県大会
　　男子　個人戦　関拓也　４位

文 化 班

母校近況
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こ
の
国
の
中
等
教
育
に
於
て
中
高

一
貫
教
育
の
潮
流
は
強
く
、
児
童
生

徒
の
進
路
保
障
の
中
核
を
成
し
て
い

る
。

　

本
県
に
お
い
て
も
、
少
子
化
に
よ

る
県
教
委
の
第
一
期
高
校
再
編
計
画

の
中
で
、
公
立
高
校
に
於
け
る
中
高

一
貫
教
育
校
が
具
現
化
さ
れ
、
平
成

二
十
四
、
屋
代
高
校
付
属
中
学
校
は

既
に
新
入
生
を
迎
え
、
平
成
二
十
六

年
に
は
諏
訪
清
陵
高
校
付
属
中
学
校

も
開
校
す
る
。
共
に
、
東
北
信
及
び

中
南
信
地
区
に
お
け
る
モ
デ
ル
校
で

あ
り
、
平
成
二
十
五
年
以
降
に
策
定

予
定
の
第
二
期
高
校
再
編
計
画
の
中

で
は
、
東
信
及
び
中
信
に
も
設
置
が

予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
平
成

二
十
一
年
十
一
月
、
本
委
員
会
が
設

置
さ
れ
て
か
ら
三
年
、
十
五
回
の
会

議
を
重
ね
て
き
た
。
こ
の
中
で
特
筆

す
べ
き
は
、
平
成
二
十
三
年
十
二
月
、

本
委
員
会
と
し
て
、
母
校
校
長
に
要

望
書
を
提
出
、
母
校
に
お
け
る
中
高

一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
県
教
委
の
第

二
期
高
校
再
編
計
画
の
策
定
に
向
け
、

時
宜
を
失
う
こ
と
の
な
い
よ
う
積
極

的
か
つ
継
続
的
な
研
究
を
進
め
て
ほ

し
い
旨
、
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
併

せ
て
、
こ
の
制
度
を
導
入
す
る
場
合

の
主
体
者
と
し
て
、
研
究
か
ら
検
討

に
向
け
て
の
進
捗
が
追
々
図
ら
れ
る

よ
う
お
願
い
し
、
そ
の
た
め
の
協
力

は
惜
し
ま
な
い
旨
、
お
伝
え
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
本
委
員
会
は
、
設

置
当
初
か
ら
、
母
校
将
来
構
想
委
員

会
と
連
携
を
密
に
し
、
研
究
を
重
ね

て
き
た
が
、
こ
の
一
月
、
開
校
九
ヶ

月
の
屋
代
高
校
付
属
中
学
校
を
合
同

で
視
察
し
、
研
究
を
進
め
る
こ
と
に

し
て
い
る
。

 

（
副
会
長　

高
見
澤
俊
雄　

51
回
）

岳
南
会
中
高
一
貫
教
育
研
究
委
員
会

　
経
過
報
告

平成23.12.1～24.11.30
平成24年 岳南会会計決算書

収入総額 8,965,095円　支出総額 5,738,024円　差引残高 3,227,071円

【収入の部】
項　　目 収入決算 備　　　　考

入 会 金 1,452,000 6,000円×242人（入学生）
卒業生終身会費 1,205,000 5,000 円× 241 人 （H24 年 3月卒業生）
総 会 会 費 520,000 5,000 円× 104 人 
代議員会等会費 9,000 三役会（2,000 円× 4人） 会議不参加分返金
岳南会館維持管理費 542,250 750円×723人 
岳南会活動協力金 1,882,500 1,000 円（1口）× 2,066.5 口
繰 越 金 2,763,985 
雑 収 入 590,360 預金利子、百年史・名簿代金等
合　　計 8,965,095 

以上、相違ありません。
平成 24 年 12 月 4日
会計監査　竹内　健　㊞
　　　　　臼田善和　㊞
　　　　　白井正幸　㊞

【支出の部】
項　　目 支出決算 備　　　　考

会 報 発 行 費 1,669,585 会報印刷費、封筒、郵送料、会報編集料等
総 会 費 891,940 会場費、懇親会費、講師謝礼等
会 議 費 286,173 役員会、代議員会、会計監査等
支 部 会 議 費 335,840 祝儀、旅費等
慶 弔 費 450,878 餞別、香典、卒業証書筒、校章バッジ、花束代 
財 産 管 理 費 56,226 固定資産税、山林管理等
クラブ等後援費 484,635 全国大会補助、広告料等
進路指導補助費 200,000 
岳 南 塾 補 助 500,000 
会 館 維 持 費 790,332 会館電気料、会館電話料、会館修理費等
事 務 費 72,415 会館雑貨、事務用品、ハガキ、封筒、切手等
予 備 費 0 
合 計 5,738,024 

１月５日㈭　第１回三役会・第１回代議員会
　　　　　　 平成24年岳南会総会・佐久グランドホテル・参

加者約　170名・記念講演《私の幻想絵画につ
いて》（51回卒）

　　18日㈬　 長野支部総会開催・参加者79名　会長・事務局
出席

　　29日㈰　 中込支部総会開催・参加者22名　会長・事務局
出席

２月25日㈯　南牧支部総会
３月５日㈯　 野沢北高校卒業式が挙行され会長・副会長３

名が出席
　　10日㈯　 臼田町支部総会開催・参加者15名　事務局出席
　　19日㈪　 芸術科（同窓会事務局長）薄井稔久先生（69回

卒）療養休暇に入り高村和寛先生着任
　　20日㈮　 第11回中高一貫教育研究会開催
　　22日㈭　 野沢北高教職員送別会が行われ会長・副会長

３名が出席
　　30日㈮　八千穂支部総会　
４月４日㈬　野沢北高入学式・会長・副会長３名が出席
　　８日㈰　① 小海町支部総会開催・参加者10名会長・校

長・事務局出席
　　　　　　② 関西同窓会開催（岳南会・鈴蘭会共同開催）
　　　　　　　 大阪弥生会館、輪番で本年度は南高が担当

でした。
　　11日㈬　 野沢北高教職員歓迎会開催・会長・副会長３名

出席

　　19日㈭　 ＰＴＡ三役会で内規に従い岳南塾費決算報告
の承認を得た。

　　20日㈮　 佐久町支部総会開催・参加者20名・高見澤副会
長・事務局出席

　　27日㈮　第12回中高一貫教育研究会開催
５月21日㈪　第２回三役会・学校所有林視察
６月２日㈯　① 御代田支部総会開催・参加者11名・高見澤副

会長、教頭出席
　　　　　　② 小諸支部総会開催・参加者20名・会長、校長

出席
　　３日㈰　 第12回戦没者慰霊追悼式・約30名参列・会長・

３名の副会長・校長参列
　　９日㈯　 東京岳南会開催・会場は日本教育会館で実施・

会長、校長、卒業学年、事務局出席・新会員３
名・会員104名参加

６月22日㈮　 前山支部総会開催・参加者14名・事務局出席
　　17日㈰　 桜井支部総会開催・参加者25名・事務局出席
　　30日㈯　 岸野支部総会開催・参加者16名・同窓職員金子

先生出席
７月８日㈰　 音楽科保科千夏先生産休育休に入り伊藤渚先

生着任
　　20日㈮　 第13回中高一貫教育研究会開催
８月11日㈯　 78回卒「卒業30周年記念同窓会」佐久グランド

ホテルにて開催・会長、校長来賓として出席
　　12日㈰　 77回卒「卒業30周年記念同窓会」佐久グランド

ホテルにて開催・会長、校長来賓として出席

　　25日㈯　 第２回代議員会開催
９月26日㈬　 第１回役員改選選考委員会
10月１日㈪　 第14回中高一貫教育研究会開催
　　30日㈫　 第２回役員改選選考委員会
11月３日㈯　 58回卒「卒業50周年記念同窓会」佐久グランド

ホテルにて開催・会長、校長、教頭、事務長来
賓として出席

　　10日㈯　 東支部総会開催・参加者16名・事務局出席
　　21日㈬　 第15回中高一貫教育研究会開催
12月１日㈯　 野沢支部代表者会・同窓職員中田先生出席
　　４日㈫　 岳南会会計監査実施
　　12日㈬　 第３回三役会開催
　　17日㈪　 岳南会ニュース23号発送（協力金依頼）

平成25年 今後の会務計画（案） 
１．総会　（平成25年１月５日（土））
２．支部総会
３．代議員会（１月５日、８月24日）
４．役員会（３回・・・６月、８月、12月）
５．岳南会ニュース24号発送（協力金依頼）
　　（12月下旬）
６．岳南会所有林視察（６月）
７．岳南会会計監査（12月初旬）

平成24年 会務報告(岳南会総会1月5日以降､事務局把握分)

紙面の都合で、平成 25 年岳南会会計予算案は割愛させていただきました。



岳南会ニュース第23号 （8）

　

平
成
二
十
四
年
三
月
の
、
大
学
等

合
格
者
数
は
表
の
通
り
で
す
。

◎
セ
ン
タ
ー
試
験
大
幅
変
更

　

二
〇
一
二
年
度
大
学
入
試
セ
ン

タ
ー
は
、「
地
理
歴
史
・
公
民
」
等

の
実
施
方
法
で
大
き
な
変
更
が
あ
り

ま
し
た
が
本
校
受
験
生
に
は
そ
れ
ほ

ど
大
き
な
混
乱
は
生
じ
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
第
一
解
答
科
目
、
第

二
解
答
科
目
の
選
定
な
ど
受
験
前
に

今
ま
で
に
な
い
細
か
な
対
応
を
迫
ら

れ
ま
し
た
。

◎
卒
業
生
概
況

　

卒
業
生
二
四
一
名
中
二
三
七
名
が

セ
ン
タ
ー
試
験
に
出
願
し
受
験
し
ま

し
た
。
卒
業
生
は
、
国
公
立
と
私
立

大
学
に
お
よ
そ
三
分
の
一
ず
つ
進
学

し
ま
し
た
。
こ
の
割
合
は
、
こ
こ
四

年
間
だ
い
た
い
同
じ
で
す
。
ま
た
、

浪
人
は
四
分
の
一
で
す
。
景
気
の
影

響
が
あ
る
の
か
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ

こ
五
年
間
で
は
一
番
割
合
が
少
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
学
部
系
統
で
は
、

教
員
養
成
系
と
「
医
・
歯
・
薬
・
保

健
」
の
医
療
系
な
ど
資
格
系
統
に
人

気
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

◎
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
同
窓
会

　

今
年
度
も
一
年
生
は
、
キ
ャ
リ
ア

教
育
の
一
環
と
し
て
職
業
観
の
育
成

を
目
的
に
十
一
月
に
同
窓
生
を
中
心

に
九
名
の
方
に
進
路
講
話
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
ま
た
、
夏
休
み
明
け
に

は
一
・
二
年
生
対
象
に
大
学
一
年
生

進
路
指
導
室
か
ら

大学合格状況（2012.4.2 現在）
卒業生数 国公立大学 私立大学 外国大学 大 学 計 公立短大 私立短大 短大計 各種 /専修  総   計 
241 現 90 241 0 331 3 4 7 7 345

浪 48 167 0 215 1 0 1 0 217
計 138 408 0 546 4 4 8 7 562

国 立 大 学 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計
弘 前 2 2
東 北 5 5 10
山 形 1 1
茨 城 4 4
筑 波 2 3 5
宇 都 宮 1 1
群 馬 6 6
埼 玉 2 2 4
千 葉 2 2 4
電 気 通 信 1 1 2
東 京 1 1
東 京 外 語 1 1
東 京 海 洋 2 2
東 京 学 芸 1 1
東 京 農 工 1 1
横 浜 国 立 3 1 4
上 越 教 育 2 2
新 潟 6 6 12
富 山 3 1 4
金 沢 5 2 7
山 梨 2 2
信 州 20 6 26

（教育） 7 1 8
（経済） 1 1 2
（理） 1 2 3
（医） 4 1 5
（工） 4 4
（繊維） 3 1 4

静 岡 1 1 2
名 古 屋 1 1
愛 知 教 育 1 1
滋 賀 医 科 1 1
鳥 取 1 1
広 島 1 1
公立大学／準大学合格者数
大 学 名 現 過 計
秋 田 県 立 1 1
群 馬 県 女 子 2 2
高 崎 経 済 5 2 7
首 都 大 東 京 1 2 3
横 浜 市 立 2 2
新 潟 県 立 1 1
新 潟 県 立 看 護 3 3
都 留 文 科 1 2 3
山 梨 県 立 2 2
静 岡 文 化 芸 術 1 1
名 古 屋 市 立 1 1
京 都 府 立 1 1
島 根 県 立 1 1
水 産 大 学 校 1 1
公 立 短 大 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計
川 崎 市 看 短 1 1
大 月 短 大 2 2
長 野 県 短 1 1

私 立 大 学 合 格 者 数
大 学 名 現 過 計
法 政 12 11 23
中 央 9 12 21
日 本 3 13 16
東 海 10 5 15
明 治 5 10 15
立 教 6 8 14
立 命 館 8 5 13
文 教 6 7 13
駒 澤 8 4 12
東 京 理 科 5 7 12
佐 久 10 1 11
早 稲 田 3 8 11
東 洋 2 8 10
新 潟 医 療 福 祉 8 1 9
獨 協 4 5 9
工 学 院 8 8
青 山 学 院 6 2 8
芝 浦 工 業 6 2 8
帝 京 7 7
北 里 3 4 7
東 京 電 機 5 1 6
明 星 5 1 6
明 治 学 院 5 1 6
龍 谷 3 3 6
高 崎 健 康 福 祉 5 5
大 妻 女 子 5 5
神 奈 川 4 1 5
武 蔵 野 美 術 4 4
中 京 4 4
國 學 院 3 1 4
津 田 塾 3 1 4
武 蔵 3 1 4
杏 林 2 2 4
慶 応 義 塾 1 3 4
金 沢 工 業 4 4
東 京 家 政 3 3
大 東 文 化 2 1 3
近 畿 2 1 3
国 際 医 療 福 祉 1 2 3
麻 布 1 2 3
関 西 学 院 1 2 3
成 城 3 3
同 志 社 3 3
帝 京 平 成 2 2
桜 美 林 2 2
明 治 薬 科 2 2
清 泉 女 学 院 2 2
長 野 2 2
共 立 女 子 1 1 2
上 智 1 1 2
東 京 女 子 1 1 2
東 邦 1 1 2
専 修 2 2
長 浜 バ イ オ 2 2
東 北 芸 術 工 科 1 1

群 馬 パ ー ス 1 1
群 馬 医 療 福 祉 1 1
上 　 　  武 1 1
東 京 福 祉 1 1
城      西 1 1
女 子 栄 養 1 1
東 都 医 療 1 1
日 本 保 健 医 療 1 1
神 田 外 語 1 1
城 西 国 際 1 1
明 　 　  海 1 1
了  徳  寺 1 1
和 洋 女 子 1 1
学  習  院 1 1
国  士  舘 1 1
昭     和 1 1
清 泉 女 子 1 1
聖 心 1 1
多 摩 美 術 1 1
帝 京 科 学 1 1
東 京 有 明 医 療 1 1
東 京 経 済 1 1
東 京 都 市 1 1
東 京 農 業 1 1
二 松 学 舎 1 1
日 本 医 療 科 学 1 1
立      正 1 1
日 本 映 画 1 1
諏 訪 東 京 理 科 1 1
岐 阜 医 療 1 1
東 海 学 院 1 1
名 古 屋 学 芸 1 1
四日市看護医療 1 1
京 都 女 子 1 1
関 　 　  西 1 1
国 際 武 道 1 1
国 立 音 楽 1 1
順  天  堂 1 1
成      蹊 1 1
創      価 1 1
多 摩 1 1
東 京 薬 科 1 1
星  薬  科 1 1
武  蔵  野 1 1
鎌 倉 女 子 1 1
新 潟 薬 科 1 1
岐 阜 聖 徳 学 園 1 1
名      城 1 1
私 立 短 大 合 格 者 数

青山学院女子短 2 2
共 立 女 子 短 2 2
専 門 学 校 合 格 者 数

医 療 系 4 4
そ の 他 3 3

に
よ
る
進
路
講
話
を
実
施
し
ま
し
た
。

同
窓
生
の
方
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

活
か
し
て
、
一
人
ひ
と
り
の
進
路
が

実
現
で
き
る
よ
う
学
校
全
体
で
進
路

指
導
を
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

同
窓
生
の
み
な
さ
ま
の
、
母
校
へ

の
温
か
い
ご
理
解
と
御
援
助
に
感
謝

を
致
す
と
共
に
、
今
後
と
も
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

進
路
指
導
主
事

 

金
子
房
夫
（
74
回
）

編

集

後

記

　
「
岳
南
会
ニ
ュ
ー
ス
23
号
」
を
会

員
の
み
な
さ
ま
に
お
届
け
で
き
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
本
年
度

新
た
に
母
校
に
赴
任
し
て
参
り
ま
し

て
、「
岳
南
会
ニ
ュ
ー
ス
」
の
担
当

に
な
り
ま
し
た
。
不
慣
れ
な
中
で
多

く
の
み
な
さ
ん
に
無
理
を
言
っ
て
原

稿
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
快
く

引
き
受
け
て
い
た
だ
い
た
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
を

手
に
取
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
そ
れ

ぞ
れ
が
、
自
ら
の
高
校
生
活
に
思
い

を
は
せ
な
が
ら
現
在
の
野
沢
北
高
と

岳
南
会
の
活
動
に
関
心
を
持
っ
て
い

た
だ
け
る
と
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。
さ
ら
な
る
紙
面
の
充
実
に
向
け
、

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
様
々
な
ご
意
見
を
お
寄
せ
下
さ

い
。 

（
Ｋ
）


